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№１１ 平成１７年６月２０日（月）文責 研究部 山田洋一新・研究部通信

ノート指導（理科編）

およそ教師の力量は、子どものノートに反映されています。

子どもたちのノートを見て、およそ美しく書かれていれば、その先生の力量は高いといえます。

しかし、文字はぐちゃぐちゃ、線は定規で引かれていない、日付がない、ページ数も書かれていないノ

ートの場合は、そうでないのでしょう （ただし、例外ということがあります。どうしてもノートに書くこ。

。 、 、 ）とが苦手な子がいます 教師は １００パーセントを目指しますが 子どもに完璧を強いてはいけません

さて、理科の場合私は次のようなことを指導します。

先生方の参考になれば幸いです。

私は次のようなものを書くように指示しています。

┌──────────────────────────────────┐

｜ １ 日付 ｜

｜ ２ 該当ページ数 ｜

｜ ３ 天気・気温 ｜

｜ ４ 単元名（教科書を写させる） ｜

｜ ５ 実験の課題（教科書を写させる） ｜

｜ ６ 実験の方法 ｜

｜ ７ 予想 ｜

｜ ８ 結果 ｜

｜ ９ 結論 ｜

｜ 実験の感想 ｜10

└──────────────────────────────────┘

これを書かせるときは、初期段階では、教科書をほとんど丸写しさせます。

書く内容ではなく、書き方だけに限定して指導するためです。

やがて、子どもの到達状況を見ながら、独自のキャラクターを書き込ませたり、吹き出しに書かせたり

して、書く内容に踏み込んで指導します。

さらに 「６ 実験の方法」は、しばらくたってから 「４コマ漫画にしなさい」とか「ギャグを入れて、 、

書きなさい」とか「遊び半分で書きなさい」などと言ったりもします。

そうすると、子どもたちは、ノート作りを楽しむようになります。また、自分なりのノートを作るよう

になります。

ただ、そのとき一つだけ条件を付けます。漫画などで書かせてもいいのですが、

「①，② 「１，２……」などの番号を必ず入れさせることです。また 「数字と数字は垂直・平行に並ん」 、

でいると、きれいに見えるんだよ」とも教えます。
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そうした基礎的なことはきちんと教えることが大事です。

その上で、半年後にはクラスの状況によって 「先生は、なにも言わないから、実験ノートを自分だけで、

書いてごらん」と指示します。

最後は「自分だけでできる子」を育てることが、教育の目的だからです。

保護者への対応

保護者への対応で、私が気をつけていることは次のようなことです。

常にワンランク上の対応をする

例えば 「これくらいは保護者に伝えることもなかろう」という場合には、電話を一本入れておきます。、

また 「ここは電話を一本入れることが必要だな」という場合には、家庭訪問して顔を見て直接お話をし、

ます。

こうした普段からの「少し丁寧すぎる対応」が、肝心なときに生きてきます。

また、要望・クレームに対しては必ず家庭訪問です。

連絡帳に要望・クレームが書かれてきたからといって、連絡帳で返すという対応は通常あり得ません。

なぜなら、連絡帳はあくまで「連絡する」という機能のみを担っているからです。

説得や謝罪はそれにかなっていません。

しかし、ときに連絡帳が非常に効果があるときがあります。

それはこうした場合です。

子どもをほめてあげるとき

保護者になかなかほめてもらえていない子どもや、親子の関わりが心配な家庭には、連絡帳に子どもの

良い行動を書いて差し上げます。

小さなことでいいのです。

例えば 「今日掃除の時間、黒板の下の床をチョークだらけになりながら一生懸命拭いてくれました。是、

非おうちでもほめて差し上げてくださいね」と書きます。

そして、子どもに「すっごい大事なことが書いてあるから、帰ったらすぐに、おうちの人に連絡帳を渡

して読んでもらうんだよ」と言伝えるわけです。

これで、おうちでは小さなドラマが生まれるのです。


